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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/8/29 

登録消費材名 冷凍はまぐり 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

・従来の加工場では衛生面等の管理に限界がありましたので、この度加工棟を新たに建設

し（平成 19 年 4 月より稼動）、気密性の高い包装室を完備することにより、従来より衛生

面の管理をしっかりと行える環境を作りました。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

・昨年度は新加工棟の建設に伴い各作業員の意識改善に尽力いたしました。今後も継続的

な作業員教育を実施することにより一層の衛生面での改善に努めて生きたいと思います。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

・外部委託による衛生講習会を引き続き実施し、従業員の衛生知識の理解を深め、継続的

な衛生管理面の改善に取組みます。 
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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/8/29 

登録消費材名 千葉県飯岡産釜揚げしらす 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

昨年に引き続き異物混入事故の防止を徹底しておりますが、生活クラブ向け消費材では達

成されているものの工場全体でみればまだまだ改善の余地があります。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

上記に付随して生活クラブ向け消費材の事故件数については０件を達成できましたので、

今後も継続して維持する所存です。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

工場内の衛生面の管理については大筋で完成いたしましたが細部を見ればまだまだ改善の

余地を残しています。現状に満足せずより一層の精進を心がけます。 
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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/8/29 

登録消費材名 房州ちくらあじ生姜酢漬け・ひとくちいわし唐揚 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

現在水産業界を取り巻く後継者問題は深刻なレベルに達しており、これは当漁協において

も例外ではありません。また地区全体が高齢化してきた影響で若い人手が不足してきてお

り、これは加工場の作業員の平均年齢の高齢化とも無関係ではないと認識しております。

この先を考えると後継者の育成に力を注ぎたいところですが、漁協もしくは加工場単体で

行えることでは限界がありますので、今後は行政と連携して大きな枠組みの中での改善を

目指しています。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

前年度の目標として食品の安心安全を最大のテーマとし、５Ｓ（整理･整頓･清潔･清掃･し

つけ）から中心に加工場内の衛生管理を推進することを掲げましたが、現在においても継

続的に実施しているので各作業員へも定着してきました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

 前年度から継続して実施している５Ｓ運動については今後も引き続き実施していきま

す。また現在他の販売先で実施しているアイテムのひとつに「酢を使用したもの」があり、

これが工場内の設備劣化を通常の速度以上に促進している可能性があるとの指摘がありま

す。これを踏まえて工場内施設の維持のあり方についても再度検討を重ねることとし、質

の高い衛生管理を維持・推進するよう努めます。 
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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/9/2 

登録消費材名 薄火焼青混ぜのり 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

・消費材基準の容器包材について、出来るだけ添加剤を排除するフィルムを追及してまい

りました。昨今の原油の高騰により、プラスチック生成製品の価格が値上がりにより原材

料のコストが上昇して参りました。このことにより、現在無添加フィルムについては、先

送りとなっております。 

・消費材基準のインキ部分につきまして水性インキの使用を試みましたが、現状では不可

能であった。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

・従業員教育の一環として、衛生管理及び品質管理の強化に向けて努力して参りました。

特に異物混入については、機械的な検査では、検品出来ない物質もあり、火入れ時におい

ての目視による検品の強化につとめた結果、異物混入によるクレームは大幅に減少されま

した。 

・上記消費材とは異なりますが、味付用スポンジロールにおける、防カビ剤の移汚につい

ては、のり業界においても重大な課題となりました。本会においては、現在の材質であり

且つ防カビ剤を検出しないスポンジロールの製造をメーカーと模索してまいりました。結

果ギフト品については、不使とされるスポンジロールを使用することができました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

・今年度においても、上記努力目標を課題といたします。 

・従業員教育の一環といたしまして、更なる品質管理の強化及びに異物混入におけるクレ

ームゼロをめざしてまいります。 

・昨今の原油高騰による石油精製製品の値上げについては、歯止めがきかない状態となっ

ております。したがって、現状の納入価格を維持するためにも生産性の向上及び 

 ダンボール等のリサイクル等においてコストの削減を図ります。 
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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/7/29 

登録消費材名 さばの味噌煮（切身・フィレ）、いわしのやわらか梅煮、さんまのやわら

か生姜煮、ひとくちいわしの生姜煮 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

排水処理装置は、引き続き順調に稼動し、地域の環境と良く適合し、住民の方々にご理解

をいただいております。定期の水質検査についても、問題はありません。現在の生産量に

見合った設備機器より、自動充填機・「梱包気⇒金属探知機⇒ウエイトチェッカー」のライ

ンを１ライン増設しました。千葉県漁連様による【衛生教育】お願い。社内ではテーマを

設けての衛生ミーティングを継続し、全社的な衛生管理の意識向上に努めていきます。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

排水処理装置及び生産機器は順調に稼動しており、現在のところ特に問題はありません。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

引き続き【衛生管理】を重視し、全社的な推進として努めてまいります。 
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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/8/21 

登録消費材名 いわし野菜漬・さんま野菜漬・いわしごま漬・いわしの卯の花漬・ひと

くちいわしの野菜漬 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

新工場を設立して以来、衛生管理および品質管理での強化及び高いレベルでの維持を心が

けてまいりました。特に異物混入事故の防止については最重要課題として取り組んでまい

りました。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

各作業員の衛生管理および品質管理については継続した取り組みの結果としてある程度の

成果があったと思われますが、消費材に対する異物混入事故の件数は０件になっておりま

せん。いわし野菜漬については１１月におおぜいの自主監査のより、組合員の食の安全に

対する意識が強く感じとられ、しっかりとした管理体制を整備しなければならないと改め

て感じ見直す良い機会でした。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

衛生管理および品質管理に関しては今後も継続して強化および維持を図り、最終的に異物

混入事故０件を目指して取り組む所存です。また今後はかたくちいわしを使用した新製品

に着手し、よりよい製品をさらに効率よく製造できるよう改善を図りたいと思います。 
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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/8/29 

登録消費材名 真いわし味付・あさり殻つき水煮・ひじきドライパック・さんま佃煮 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

2004 年に立ち上げました新工場にて、衛生的な環境、効率的に生産を行っています。 

新工場の他、惣菜缶詰を生産する工場の２工場で稼動していますが、今秋、更なる効率化

を目的に工場を一つに集約します。 

効率化の反面、生産アイテムの縮小となります。（あさり殻つき水煮、ひじきドライパック

の生産休止） 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

生産アイテムの集約、人員の効果的な配置により、より効率的な生産ができるようになり

ました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

原料の安定確保、水揚げに応じた柔軟な生産が今後の最大の課題になります。 
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提携先 千葉県漁連 記入日 2008/8/29 

登録消費材名 ひじき 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

これまで異物混入の撲滅ということでさまざまな対策を行ってきました。しかし現状とし

てはなかなか０件を達成することが困難で、今後は従来の発想から転換する必要性がある

と考えています。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

昨年度の異物混入事故の発生件数は１件でした。前年の２件からさらに数を減らすことに

は成功いたしましたが、目標として掲げていた０件は達成できず非常に残念であります。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

今年度も異物混入を０件にすべく既存の製造ラインにおける抜本的な見直しを図るととも

に、今後はひじきの生産性に関する問題（後継者問題や原藻価格の低下による水揚げの減

少等）についても取り組むべき課題と認識しております。 

 




